
守 り 抜 い た 零 戦 の 技 術守 り 抜 い た 零 戦 の 技 術守 り 抜 い た 零 戦 の 技 術守 り 抜 い た 零 戦 の 技 術     三 菱 重 、 自 動三 菱 重 、 自 動三 菱 重 、 自 動三 菱 重 、 自 動1  

車 部 品 で 復 活車 部 品 で 復 活車 部 品 で 復 活車 部 品 で 復 活         2  

2 0 1 4 / 2 / 3  7 : 0 0     3  

 三 菱 重 工 業 が 戦 前 の 航 空 機 の 製 造 技 術4  

を 最 新 の 技 法 で 現 代 の 自 動 車 部 品 に よ み5  

が え ら せ た 。 エ ン ジ ン の 軽 量 化 や 燃 料 効 率6  

向 上 に つ な が る 傘 中 空 エ ン ジ ン バ ル ブ の7  

加 工 技 術 だ 。 実 現 に は 焼 却 処 分 を 避 け て 技8  

術 を 次 代 に 引 き 継 ご う と し た 戦 中 の 技 術9  

者 と 、 現 代 の 技 術 で 磨 き 上 げ た 昭 和 と 平 成1 0  

の 鍛 造 技 術 者 の 姿 が あ っ た 。  1 1  

■ 技 術 資 料 、 終 戦 で 廃 棄 の 危 機  1 2  

 1 3  

保 存 さ れ て い た 青 焼 き 資 料  F i g u r e  1  1 4  



 1  

戦 中 の 資 料 を 持 つ 森 井 氏  F i g u r e  2  2  

 「 各 社 の 反 応 は 非 常 に い い 。 量 産 時 期 を3  

前 倒 し す る 必 要 が あ る か も し れ な い 」 ― ― 。4  

１ 月 下 旬 に 英 独 仏 の 大 手 自 動 車 メ ー カ ー5  

を 訪 問 し た 工 作 機 械 事 業 本 部 （ 滋 賀 県 栗 東6  

市 ） の 工 作 部 エ ン ジ ン バ ル ブ 工 作 課 傘 中 空7  

チ ー ム の 森 井 宏 和 主 席 技 師 は 傘 中 空 バ ル8  

ブ の 評 価 に 手 応 え を 感 じ て い た 。  9  

 絞 り 加 工 と 穴 開 け 加 工 を 組 み 合 わ せ る1 0  

傘 中 空 バ ル ブ は ま ず 金 属 の 棒 の 端 を プ レ1 1  

ス し 、 出 っ 張 っ た バ ル ブ の 頭 を 作 る 。 そ の1 2  

後 、 軸 の 部 分 に 穴 を 開 け 、 少 し ず つ 冷 間 鍛1 3  

造 し な が ら 細 く 絞 っ て い く 。 バ ル ブ の 傘 の1 4  



内 部 も 空 洞 が 広 が る 「 傘 中 空 」 エ ン ジ ン バ1  

ル ブ が で き る 。  2  

 軸 に 加 え 傘 の 部 分 も 中 空 で 従 来 よ り 1 03  

～ 2 0 ％ 軽 い 。 エ ン ジ ン 内 部 の 高 温 を 逃 が す4  

機 能 も 高 い 。 棒 の 部 分 だ け ド リ ル で 穴 を 開5  

け る 「 中 空 」 バ ル ブ よ り 空 洞 部 分 が 大 き く 、6  

熱 を よ く 伝 え る ナ ト リ ウ ム を 傘 の 中 に も7  

充 填 す る た め 、 エ ン ジ ン ブ ロ ッ ク 内 部 の 高8  

温 を 早 く 外 に 逃 が せ る た め だ 。  9  

 1 0  

戦 中 に エ ン ジ ン バ ル ブ を 生 産 し て い た 大1 1  

幸 工 場  F i g u r e  3  1 2  

 こ の 技 術 は 戦 前 ・ 戦 中 に 名 古 屋 製 作 所 大1 3  

幸 工 場 や 、 京 都 工 場 が 軍 用 機 の エ ン ジ ン バ1 4  

ル ブ 生 産 に 活 用 し た 。 当 初 の 国 産 バ ル ブ は1 5  



破 損 す る こ と が 多 く 、 欧 州 か ら 設 計 図 面 を1  

入 手 し 工 法 を 改 良 し た 。 当 時 は 量 産 最 優 先2  

で 、 熱 間 鍛 造 を 中 心 に 6 0 0 工 程 に 及 ぶ 加 工3  

を 人 海 戦 術 で こ な し た 。 月 に ８ 万 本 の バ ル4  

ブ を な ん と 5 0 0 0 人 の 工 員 が 造 っ て い た と5  

い う 。  6  

 こ の 加 工 技 術 の 要 領 を 詳 細 に 記 し た 技7  

術 資 料 は 、 終 戦 で 廃 棄 の 危 機 に さ ら さ れ る 。8  

し か し 、 当 時 大 学 出 の 京 都 工 場 の 若 手 技 術9  

者 が 個 人 的 に 「 軍 需 関 係 の 資 料 は 焼 却 処 分1 0  

に な る か ら ど こ か に 隠 し た 」 。 1 9 6 6 年 に 再1 1  

び 会 社 に 戻 し 保 管 さ れ て い た 。 時 は た ち 、1 2  

森 井 氏 は あ る 時 そ の 資 料 を 「 こ う い う 技 術1 3  

を 我 々 は 持 っ て い た 。 い つ か 使 え 」 と 渡 さ1 4  

れ た 。  1 5  

■ 「 一 体 成 型 で つ く ら な い と 意 味 な い 」  1 6  

 し か し 、 １ 本 数 百 円 、 絶 え 間 な い コ ス ト1 7  

ダ ウ ン を 迫 ら れ る 量 産 車 の 部 品 で 同 じ 方1 8  

法 は 使 え な い 。 こ の 技 術 を 活 用 し よ う と い1 9  



う 試 み は 「 鍛 造 で 変 形 さ せ る 量 が 大 き す1  

ぎ 」 、 平 成 に な る ま で 何 度 も 失 敗 し て い た 。 2  

 2 0 0 7 年 に「 エ ン ジ ン バ ル ブ で 新 し い 付 加3  

価 値 を 創 ろ う 」 と 始 ま っ た プ ロ ジ ェ ク ト 。4  

森 井 氏 は 栗 東 で 技 術 部 門 を 統 括 し て い た5  

樹 神 幸 夫 現 取 締 役 執 行 役 員 か ら 「 他 社 と 同6  

じ で は だ め だ 。 溶 接 で つ な ぎ 合 わ せ る の で7  

は な く 一 体 成 型 で つ く ら な い と 三 菱 重 工8  

が や る 意 味 は な い 」 と は っ ぱ を か け ら れ た 。 9  

 社 の 内 外 に 話 を 持 っ て い く が 、 至 る 所 で1 0  

「 こ の 技 術 で 量 産 す る の は 絶 対 無 理 だ 」 と1 1  

さ じ を 投 げ ら れ た 。 そ こ に 別 件 で 吉 村 豹 治1 2  

氏 が 訪 れ た 。  1 3  

F i g u r e  4  1 4  

 0 8 年 ２ 月 に 森 井 氏 は「 傘 中 空 の 技 術 で 自1 5  

動 車 用 エ ン ジ ン バ ル ブ を 量 産 で き な い か1 6  



考 え て ほ し い 」 と 吉 村 氏 に 逆 提 案 、 9 4 ペ ー1  

ジ に 上 る 戦 前 の 図 面 の 青 焼 き 資 料 を 見 せ2  

た 。 ４ 月 か ら 開 発 が ス タ ー ト し た 。  3  

 吉 村 氏 は 名 古 屋 の 大 幸 工 場 に 1 9 5 7 年 に4  

配 属 さ れ 、 以 来 鍛 造 一 筋 。 閉 塞 鍛 造 な ど の5  

新 技 術 を 次 々 と 開 発 し た 。8 6 年 に 大 幸 工 場6  

が 閉 鎖 さ れ る と 重 工 を 離 れ 、 そ の 後 金 型 メ7  

ー カ ー で 役 員 に な る 。 そ こ で も 鍛 造 技 術 を8  

研 究 し 続 け た 。  9  

 1 0  

傘 中 空 エ ン ジ ン バ ル ブ ( １ 番 右 ) の 加 工 過1 1  

程  F i g u r e  5  1 2  

 青 焼 き 資 料 に は ど う い う メ ー カ ー の 製1 3  

造 装 置 を 使 う か 、 砥 石 の 種 類 や 粒 径 な ど 傘1 4  

中 空 バ ル ブ を つ く る た め の 詳 細 な 作 業 指1 5  



示 が イ ラ ス ト を 交 え て び っ し り 書 い て あ1  

っ た 。  2  

 吉 村 氏 が 発 案 し た の は 耐 熱 性 の 高 い 高3  

強 度 の 合 金 を 冷 間 鍛 造 す る 発 想 。 「 1 0 以 上4  

の 工 法 を 考 え た が 、 一 つ 目 が 当 た っ た 。 コ5  

ロ ン ブ ス の 卵 の よ う な も の 」 と い う 。 森 井6  

氏 は 「 車 が 空 を 飛 ぶ よ う な も の 。 無 か ら 有7  

を 生 み 出 す 吉 村 さ ん の 発 想 は す ご い 」 と 舌8  

を 巻 く 。  9  

■ 設 計 ・ も の づ く り 現 場 一 体 で 実 現  1 0  

 た だ 、 中 空 の 棒 を 細 く 延 ば し て い く 絞 り1 1  

加 工 が 極 め て 難 し い 。 う ま く や ら な い と 細1 2  

い 軸 が つ ぶ れ て し ま う 。 何 回 に 分 け て 何 ト1 3  

ン の 力 を か け る か 、 変 化 さ せ る 金 型 の 形 な1 4  

ど 中 小 加 工 メ ー カ ー の 協 力 を 得 て 試 行 錯1 5  

誤 を 繰 り 返 し た 。  1 6  



F i g u r e  6  1  

 同 社 は 今 回 、 あ ら か じ め 穴 を 開 け て か ら2  

絞 り 加 工 す る こ と で 、 精 度 が 高 い 傘 中 空 バ3  

ル ブ を 短 時 間 で 量 産 す る 技 術 を 確 立 し た 。4  

日 本 企 業 に 加 え 、 欧 州 の 自 動 車 メ ー カ ー に5  

も 新 技 術 で 攻 勢 を か け る 。  6  

 過 去 か ら 学 ぶ べ き は 個 別 の 技 術 だ け で7  

は な い 。 同 社 の も の づ く り 技 術 部 に よ る と8  

戦 前 ・ 戦 中 の 名 古 屋 航 空 機 製 作 所 で は 零 戦9  

や 重 爆 撃 機 な ど の 製 造 段 階 で 予 想 さ れ る1 0  

不 具 合 を あ ら か じ め 設 計 に 反 映 さ せ 、 開 発1 1  

期 間 を 短 く す る コ ン カ レ ン ト ・ エ ン ジ ニ ア1 2  

リ ン グ （ Ｃ Ｅ ） や フ ロ ン ト ・ ロ ー デ ィ ン グ1 3  

（ Ｆ Ｒ ） の 概 念 が す で に 根 付 い て い た 。  1 4  

 当 然 コ ン ピ ュ ー タ ー の な い 時 代 。 平 成 の1 5  

製 造 業 が ３ 次 元 （ ３ Ｄ ） Ｃ Ａ Ｄ （ コ ン ピ ュ1 6  



ー タ ー に よ る 設 計 ） や ３ Ｄ プ リ ン タ ー を 駆1  

使 し て 行 う 試 み を 「 圧 倒 的 な 短 納 期 を 求 め2  

ら れ る 戦 時 の 要 請 か ら 設 計 と も の づ く り3  

の 現 場 が 一 体 と な っ て 実 現 し た 」 と い う 。4  

み ん な が 大 部 屋 に 集 ま っ て 議 論 す る 、 ま さ5  

に 映 画 「 風 立 ち ぬ 」 の 世 界 だ 。  6  

 愛 知 県 小 牧 市 の ミ サ イ ル や 航 空 機 の エ7  

ン ジ ン を 製 造 す る 名 古 屋 誘 導 推 進 シ ス テ8  

ム 製 作 所 の ギ ャ ラ リ ー に は 、 戦 中 の 軍 用 機9  

の エ ン ジ ン や 傘 中 空 バ ル ブ や エ ン ジ ン が1 0  

展 示 さ れ て い る 。 堤 征 一 ・ 名 誘 ギ ャ ラ リ ー1 1  

長 も 大 幸 工 場 で 長 く 働 い た 。 「 整 備 士 な ど1 2  

が 使 う エ ン ジ ン の 透 視 図 は 手 書 き だ が 、 Ｃ1 3  

Ｇ と 見 間 違 え る ほ ど 精 巧 。 当 時 の も の づ く1 4  

り の レ ベ ル の 高 さ が 分 か る 」 と い う 。  1 5  

 た だ 、 伝 承 は 容 易 で は な か っ た 。 名 古 屋1 6  

航 空 宇 宙 シ ス テ ム 製 作 所 の 資 料 室 に は 零1 7  

戦 な ど の 傍 ら に 終 戦 で 航 空 機 生 産 が 禁 止1 8  

に な り 「 従 業 員 の 糊 口 （ こ こ う ） を し の ぐ1 9  



た め に つ く っ た 鍋 や パ ン 焼 き 器 」 が 展 示 さ1  

れ て い る 。 売 り 上 げ の 確 保 だ け で な く 「 技2  

術 者 を 離 散 さ せ な い た め の 方 策 」 （ 総 務 統3  

括 部 の 伊 藤 敏 彦 氏 ） だ っ た 。  4  

 5  

傘 中 空 エ ン ジ ン バ ル ブ を 共 同 開 発 し た 吉6  

村 豹 治 氏  F i g u r e  7  7  

■ 大 手 自 動 車 メ ー カ ー に 出 荷 へ  8  

 航 空 機 の わ か る 技 術 者 は 確 保 し た が 、 サ9  

ン フ ラ ン シ ス コ 講 和 条 約 を 経 て 、 三 菱 重 工1 0  

が 航 空 機 事 業 を 再 開 し た の は 5 2 年 。 戦 後1 1  

に 進 化 し た 米 国 の 航 空 機 技 術 を 導 入 す る1 2  

の に 精 い っ ぱ い 。 「 空 白 の ７ 年 間 は 大 き か1 3  

っ た 」  1 4  



 傘 中 空 バ ル ブ は 今 年 度 中 に 大 手 自 動 車1  

メ ー カ ー に 出 荷 を 始 め る 予 定 。2 0 1 4 年 度 に2  

栗 東 に 約 1 0 億 円 を か け 切 断 、 熱 処 理 、 穴3  

開 け 、 絞 り 、 ナ ト リ ウ ム 注 入 な ど の 一 貫 ラ4  

イ ン を 設 け る 。 月 産 5 0 万 本 の 能 力 で 、 数5  

年 後 に は 2 5 億 円 を 追 加 投 資 し 同 2 0 0 万 本6  

に す る 計 画 だ 。  7  

 三 菱 重 工 は 傘 中 空 技 術 を 進 化 さ せ る こ8  

と が で き た 。 資 料 を 残 し た 戦 中 の 技 術 者 、9  

吉 村 氏 、 森 井 氏 。 誰 が 欠 け て も こ の 技 術 は1 0  

よ み が え ら な か っ た 。 た だ 、 数 多 く の 研 究1 1  

所 や 事 業 所 を 抱 え る 同 社 だ け で は 課 題 を1 2  

解 決 で き ず 、 Ｏ Ｂ と は い え 、 個 人 経 営 に 近1 3  

い 吉 村 氏 が 解 い た の も 事 実 。  1 4  

 吉 村 氏 は 傘 中 空 の 技 術 開 発 を 機 に 鍛 造1 5  

の コ ン サ ル テ ィ ン グ 会 社 、 吉 村 カ ン パ ニ ー1 6  

（ 名 古 屋 市 ） を 設 立 し た 。 自 動 車 メ ー カ ー1 7  

な ど に 鍛 造 技 術 を 提 案 し て い る 。 三 菱 重 工1 8  

で も 時 折 講 演 す る が 「 大 事 な 技 術 の 継 承 者1 9  



が 管 理 職 に な っ て 現 場 を 離 れ て し ま う 」 と1  

嘆 く 。  2  

■ 次 世 代 に 技 術 の バ ト ン 渡 す  3  

 4  

風 車 発 電 機 を 小 学 生 と 一 緒 に 作 る 山 之 内5  

氏  F i g u r e  8  6  

 同 社 に 限 ら ず 、 大 手 企 業 は 技 能 道 場 な ど7  

を つ く り 、 技 能 伝 承 を 進 め て い る 。 そ こ で8  

は 若 手 技 術 者 が 合 宿 な り し て 基 本 技 能 を9  

吸 収 す る 。 た だ 「 研 修 で 過 去 の 技 術 は コ ピ1 0  

ー で き て も 、 最 新 技 術 と 組 み 合 わ せ て 本 当1 1  

に 武 器 と な る 技 術 に 進 化 さ せ る の は ま た1 2  

別 」 （ 森 井 氏 ） だ 。  1 3  

 「 電 気 は ど う や っ て つ く る か 知 っ て る か1 4  

い 。 発 電 機 を 回 す 方 法 は い ろ い ろ あ る 」  1 5  



 三 菱 重 工 は 風 車 を 使 っ た 発 電 機 作 り な1  

ど 、 数 年 前 か ら 小 学 校 で 理 科 の 出 前 授 業 を2  

開 い て い る 。 講 師 の 一 人 が 元 社 員 の 山 之 内3  

憲 夫 氏 。 戦 後 初 の 国 産 旅 客 機 、 Ｙ Ｓ ー 1 14  

の 設 計 に 関 わ り 、 テ ス ト パ イ ロ ッ ト も 務 め 、5  

日 本 の 航 空 産 業 の 発 展 を 支 え た 。 昨 夏 も 本6  

社 近 く の 小 学 校 で 他 の メ ー カ ー の 幹 部 Ｏ7  

Ｂ と 科 学 の 楽 し さ を 教 え て い た 。  8  

 戦 前 か ら 戦 後 、 そ し て 将 来 を 担 う 子 ど も9  

た ち へ 。 地 道 に も の づ く り の 技 術 の バ ト ン1 0  

を 渡 す こ と が 日 本 の 製 造 業 の 未 来 に つ な1 1  

が る 。  1 2  

（ 産 業 部  三 浦 義 和 ）  1 3  


